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（2018年9月1日発行）
Ⅲ . 結果
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表２　難病保健活動に対する認識
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表３　難病保健活動の実践課題に関連する要因
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表５　保健師が要望する学習内容
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2015 年の未成年の自殺者総数は 554 人であり、厚
生労働省の平成 28 年人口動態統計による死因順
位別にみた年齢階級によると、自殺は 10 ～ 14 歳
では死因の第 2 位、15 ～ 19 歳では死因の第１位
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　研究対象者は 8 名で、30 代が 7 名、40 代が 1
名であった。就業状況は、就業ありが 6 名、就業
なしが 2 名であった。研究対象者の子どもは 1 ～
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・夫の病気
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・自宅で立会い出産 
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た看護観（加藤ら , 2011；冨田ら , 2003）の内容
と同様であった。また、【大切な存在として患者
に向き合う】については、臨床看護師が抱く看護
観（藤内 , 2012；栗田ら , 2015；小野ら , 2007）の
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看護基礎教育における Active Learning の手法を用いた
公衆衛生学教育の試み（第 3 報）
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うになった。現実の課題を題材に Active Leaning の手法を用いた本稿の試みは、当初の目的以上の展開
を迎えたと考えられるが、その分析については今後の課題である。
key words：公衆衛生学、看護基礎教育、教育方法、Active Learning、禁煙支援 
public health education, nursing education, education method, active learning, 
antismoking support
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て、予防の重要性が医療職全体で論じられるよう





























































































































































て、日本人の喫煙率について、1. 平成 24 年度の






















































第１回目：国民栄養基礎調査を用いて、「日本人の喫煙率について、1. 平成 24 年度の性別の
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いを対象にした研究に関するものは多く見られた







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































紀要第３巻        　
（2018年9月1日発行）
受けて初めて退院する事例から . 日本看護学会論文集 
小児看護 , 38, pp.308-310.
北村弥生・上田礼子・北川美知子ほか（2000）. 慢性疾
患患児の同胞の適応状態と同胞による疾患の理解 . 
総合リハビリテーション , 28(8), pp.765-770.
厚生労働省（2008）．障害者支援の見直しに関する検討
報告書 ,10 月 30日, 2016,
http://www.mhlw.go.jp/shingi/2008/07/dl/s0722-5a.
pdf
Lobato, D. J.（1983）．Siblings of handicapped children: 
A review, Journal of Autism and Developmental 
Disorders, Vol.13, pp.347-364．
McHale, Susan M. ; Gamble, Wendy C.（1989）. 
Sibling relationships of children with disabled and 




を通して．山口県立大学社会福祉学部紀要 , 9, pp.1-7．
永田雅子・三谷真優・川口智子（2015）．小児科領域に
おけるきょうだい支援についての展望と課題．名古








児科学会雑誌 , 111(7), pp.847-854.
戈木クレイグヒル滋子（2002）. 環境変化への適応  小児
がんのきょうだいをもつきょうだいの体験 , 日本保健
医療行動科学会年報 , 17, pp.161-179.
牛尾禮子・郷間英世・佐藤典子（2000）. 在宅重症心身
障害者をもつ母親支援 グループづくり 個別相談 交
換ノートを試みて . 小児保健研究 , 59(4), pp.508-513.
山本美智代・金壽子・長田久雄（2000）．障害児・者の
「きょうだい」の体験：成人「きょうだい」の面接調
査から．小児保健研究 , 59(4), pp.514-523．
柳澤亜希子（2007）．障害児・者のきょうだいが抱え

























浜口恵子 1）　渡部優子 1）　三木珠美 1）
Basic Nursing Education on Child Preparation for Procedure: A Review of Literature











preparation, pediatric nursing, nursing basic education, literature review
1) 創価大学看護学部　Soka University, Faculty of Nursing
0
創価大学 看護学部


















































　 文 献 情 報 デ ー タ ベ ー ス Web 医 学 中 央 雑 誌
（Ver.4）を用いて、「プレパレーション」「教育」
をキーワードに、2007 ～ 2016 年の過去 10 年間の





























研究が 7 件、量的研究と質的研究が 5 件、量的研
究が 2 件であった。研究対象者は、大学 3 年生
が 5 件と最も多く、次いで短期大学 2 年生が 3 件、
専門学校 3 年生が 2 件、大学 2 ～ 4 年生、短期大


































































































軽減 , 心の準備」が 8 割以上。②対象は「子ども」
が 9 割以上、「親」が 5 割。③発達段階は「幼児期」
が 9 割、「学童期」が 8 割。④実施場面は「採血・注射・
検査」が 6 割以上。「清潔・食事・排泄ｹｱ」は 2 割未満。
⑤実施者は「看護師」が 9 割、医師が 7 割。⑥実施
方法は「媒体を使用する」が 8 割、「褒める労う」「気
を紛らわす」は 2-3 割。⑦時期は、「医療の実施前」




































































・2009 年；事例「採血を受ける 5 歳児」







































































































































小児の年齢」が講義前 3.39 ± 2.20 歳、講義後 2.96










































































































































　講義と演習は 1 件（栗田ら , 2012）で、プレパ
レーションについての認識を明らかにする目的で、




















ら , 20136；石舘ら , 2011；石舘 , 2013）や授業の






採血の場面を取り上げている研究が 2 件（石舘ら , 
2011；石舘 , 2013）、骨髄検査を取り上げている研
究が 1 件（齊藤ら , 2014）、記載なしが 1 件（石舘
ら , 2010）であり、主に痛みを伴う処置・検査に
関する事例であった。学生が事例設定した研究は




生が制作した研究が 4 件（生田ら , 2013；石舘ら , 
2011；西原ら , 2014；齊藤ら , 2014）、既製品を使
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い】（生田ら , 2013）、【戸惑いや気がかり】（石舘 , 
2013）などの困難感を抱いていた。
4）講義と実習






年齢」について、講義前 3.39 ± 2.20 歳、講義後








部ら , 2008；佐藤ら , 2012；甲斐ら , 2015）、実習
方法の評価（山口 , 上野ら , 2015）、学生の認識
（二宮 , 2015）を明らかにするものであった。教育
内容は 1 ～ 2 週間の病棟実習を行い、受け持ち患
児の看護過程を展開していた。また、プレパレー
ションの実施を必須としていたのは 2 件（磯部ら , 
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　我が国の高齢化率は、昭和 25 年の 4.9％以降一
貫して上昇が続いており、昭和 60 年に 10%、平
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65 ～ 69 歳での有病率は 1.5%であるが、以後５歳
ごとで倍に増加し、85 歳では 27%に達する。現
時点で、我が国の 65 歳以上の高齢者における
有病率は 8 ～ 10%程度と推定され（厚生労働省 , 
2016）、65 歳以上の要介護高齢者のうち介護が必
要となった主な原因の 16.4%が認知症である（内





























































































































































































師経験歴は 22 年～ 28 年、訪問看護師の経験年
数は 10 ヶ月～ 3 年 1 ヶ月である。また、インタ
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対象者 ID A B C
対
象
性別 女性 女性 女性
看護師経験歴 22 年 4 ヶ月 25 年 4 ヶ月 28 年
地域在宅領域の経験年数 3 年 1 ヶ月 10 ヶ月 3 年
事例 ID a b c
事
例
年代 80 代 70 代 60 代 







同居家族 娘 2 人・孫・息子　 息子 3 人　 妻
家族サポート 同居だが仕事で日中独居 独居だが三男の面会等あり 同居
認知症の日常生活自立度 Ⅱ a Ⅱ b Ⅱ a
利用者の主な症状 引きこもり・不潔 すっきりしない・腰痛 前傾姿勢・すり足
利用者の訴え なし　無反応 症状に対する訴えあり 不安や気になることに対して質問あり
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表２　認知症高齢者の在宅療養継続を目指した訪問看護師の支援
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１．この規定は、平成 26 年 9 月 12 日から施行する。











和文原稿 原稿枚数（40 字× 36 行） 和文抄録字数 英文抄録語数
総説 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 不要
原著 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 300 語以内
研究報告 16,000 字以内 11 頁 400 字以内 不要
実践報告 14,000 字以内 9 頁 400 字以内 不要
資料 14,000 字以内 9 頁 400 字以内 不要
その他 14,000 字以内 9 頁 不要 不要
表２　英文投稿における様式
英文原稿 原稿枚数（１頁 900 語程度） 英文抄録語数
総説 5,000 語以内 5 ～ 6 頁 300 語以内
原著 5,000 語以内 5 ～ 6 頁 300 語以内
研究報告 4,000 語以内 4 ～ 5 頁 300 語以内
実践報告 3,000 語以内 3 ～ 4 頁 300 語以内
資料 3,000 語以内 3 ～ 4 頁 300 語以内












































































　　　・・・・・（青木, 2010 ;中泉, 2008）・・・・・。
３）末尾の引用文献欄の記載は、アルファベット順に列記する。下記の記載例に従い、著者が３人までは
全員、４人以上の場合は３人目まで挙げ、４人目以降は省略して「他」「～ et al.」とする。また、同
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② DOIのない学術論文
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⑤ Webサイト、Webページ
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編集後記
　看護学部紀要第 3 巻の発刊にあたり、投稿していただいた皆様、投稿された論文を丁寧かつ的確に査読
してくださいました査読者の皆様に心より感謝申し上げます。
　本号では、ご投稿いただいた論文数が前年より倍増し、研究報告、資料、実践報告と多岐に渡る論文が
掲載されました。編集委員会では、論文の掲載数が年々着実に増加し、原著を含めた論文が掲載されるよ
う取り組んでいます。6 年目を迎えた看護学部の発展とともに、今後も皆様の貴重な研究成果の公表の場
として積極的に活用していただき、研究成果の社会への貢献に寄与していきたいと思います。
編集委員長　　志村　千鶴子

